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■表紙の写真塚原古墳群「丸山3号墳」出土：壷付器台（8～9ページ参照）
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熊本県立装飾古墳館は、平成4年4月15Hに開館し、‐平成5年12H末までに

約12ﾉj5千人と、大勢の拷様に御来館いただきました。呰様の深い御理解と、

御支援の賜物と厚く御礼IIIしLげます。

､11館では、地域性を活かした「装飾III増」の実物大のレフ・リカと、菊池川流

域から出kした遺物等をII'心に展示を行っています。

また、種々の体験学習会や、企ldI展も開催してまいりました。今回は、第4
うつわ わざ

IIII企1111腱「器は語る．須恵器の美と技と」を開催し、 5lll糺に朝鮮半島から伝

えられた陶質土器とその影禅のもとに発生した須恵器にスポットを当て、 11"

||に触れることの少ない物まで一堂に集め、比較検討していただくため県内お

よび、綿I前1県出土の陶質1器や須恵器の展示をおこないました。
あな

外米の技術により、審窯（篭り窯）で焼成された「須恵器」には、時として

『I然釉のｲ､I着した、 uを兄張るような作品が残されています。ロクロを使った

波状文や、lll1きの技法等が織I)なす各種の文様、器形の盟かさと面白さも兄て

いただき、製作の技法や｢ヘラ記号｣、遺物の出l状況群についても考えて兇た

いとおもいます。

この展覧会を通じて、-lll杙文化への理解を深めていただければ幸いです。

妓後になりましたが、本股の開催にあたり、賞軍な資料等を快く御出品いた

だきました所蔵者・機関の〃々に深く感謝II'し上げますとともに、御指導・御

協力を賜りました皆様に11メ〈御礼をIIIし上げます。

!|之成6年2Hln

熊本県立装飾古墳館館長 原口長之
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1 . このIﾇ|録は、 、Iえ成6イド211 1 1 1から3}ll3IIまで|＃l催する企1111

腱「器はi滞る．須恵器の災と技と」の腱ﾉj､|叉|鍬として作成しまし

た。

2. 1xl録に禍戦した資料の一部を腱ﾝ替えすること力:あります。

3．｜叉|鉢に掲救した'ゲ典は、 、I1館の搬影によるもののほか、巻水に

ご〃橘を’犯戦しました。

4．ご提供いただいた安料の一部が、 似l録に掲紋できなかったこと

をお,詫びいたします。

5. /i､l''lの企1111腱開催にあたり、ご協力いただいた！荊氏、関係機関

にたいして巻末にご芳名を‘氾すとともに深謝の‘砿を炎します。

6．1叉1鉢の執飛、編集は‘､)を蛍課のIiillll軍泊がｲj-いました。



須恵器とは何か

弧忠器とは、-,1,･墳時代に朝鮮半島から伝えられた新しい製陶の技法により作

られた陶質の焼き物（土器）で、 11本列島に以前からあった縄文土器・弥＃|ﾐ土

器･ rtilli器などが、露天の焚き火状の火で酸化焔焼成(600～800度）されたの
あな

に対･して、「須恵器」は審窯（叢')窯）で還兀焔焼成（1000度以上の高温）され

ているため、砿質に焼きkがり灰色を呈するものが多く、IIIIけば金属音に近い

宵がします。

鎮恵器は、それまでII本で作られていたt器に比べ、ロクロを使用する等商

度な技術により作られ、「1I*;!|:紀」によると、雄II1各天皇の7年(463年）の条
いまざのあやのす.えつくりべこうき

に「新淡陶部高貴というI人力ざ、錦織部･鞍作部などの工人と共に百済から

来朝して大和に住んだ」との記救からもわかるように、渡来人によって須恵器

の/|§産が行われたことを物語っています。

fl&7Ij期の須恵器生産遺跡として、大l坂府の阪南丘陵（堺市とその周辺）の大
すえむらこようしく'ん

庭寺・陶邑11j窯tlt群等が知られていますが、ほぼ時を|而lじくして北部九州にも

無力ぎ築かれました。

柵|前1県朝倉地〃の小隈・l11隈窯跡群等（朝倉窯跡群）がそれで、競近では、

披忠器の生産開始時期が「1I本蒋紀」の記載（雄略紀）より早い時期(511t紀

のliil半頃） まで遡ると『;われるようになりました。

須恵器製作の技術は、士帥器の製作にもさまざまな影群を及ぼし、須恵器の
はそう

形態を模した土師器の坏や雌等も作られています。
こしき

また、 |:帥器にはなかった棚力FMlii器の主要な器碗の一つとなり、坏･高坏・

魁などに及ぼした影稗は大きいようです。

5111紀後半になると嚢・各樋壺・蓋坏・商坏・器台・雌がi畠要な器種となり、

瓶・すり鉢が加わって定型化するようになります。定）'i!化後は各地で共通した

器形力爵みられるようになり、地方色の強いM而器より、地方色力§少なく器形に

共皿性をもつ「須恵器」がl2器の編年に利用され、地域を越えて対比されてい
ず．え すえ

ます。今でも各地に残っている「陶」「領恵」という地搭は、こうした須恵器作

りの1人たちの村の梧残です。

－1



陶質土器と初期須恵器

土をこれて土器をつくることは、わが|玉Iでは約1万2千年前に始まり縄文土

器、弥生土器そして古墳時代の土師器と発達してきましたが、弥生時代の終わ

I)ごろ大|塗から陶質土器といわれるものが伝わってきました。

陶質土器は紀元前約1500年前、 I I ilfi11｣東省龍l l l文化の時期に初めてあらわれ

た焼き物の灰陶や黒陶の流れをくむもので、 H本在来の土器にくらべると灰青

色または黒色で堅硬でIIIIけばカンカンと金属性の音をたてます。

弥生時代後期にともなう陶質土器は対,馬や福岡県前原市三雲遺跡などから|Ⅱ

土し、IIf墳時代にともなうものは北九州や近畿．瀬戸内．関東地方からも発兄

されています。
みまな

5-llt紀になると朝鮮､|も島南東海岸の、日本の古代史上、侮那の猫で知られる

伽耶文化系の陶質I聯がもたらされ、｜玉|産の陶質t器すなわち初期須恵器がつ

くられるようになりました。大|坂府南部の陶邑肌!I窯加群や禰岡県朝倉郡夜頽町
こぐま やつなみ やまぐま

の「小隈」「八並｣、｜両'三輪町の「l1l隈」窯跡などが知られ、伽耶文化系の陶質

土器の特徴力ざ踏襲されており、朝鮮半脇から来た上人たちによって作られたも

のと思われています。

また、‐'1木IIjの「池の上．古寺墳墓群」からも陶質|器力郵出1しており外来

のものか、I玉|産,7!かと,論議されてきましたが、蚊近では、その_一部を除いて初

期須恵器であろうと高われています。

熊本蝿でも城南町塚原111墳群や菊水町江Ⅱ｣船ll l 1lf戦のIIIMII!にも初期頽忠器

が含まれています。

樽形雌や把手付塊（コップ形I器）笄は初期須恵器に属するもので、やや生

産期|H1の長い筒形器台搾も5Mt紀末～611t紀初蚊までに姿をii'jして行くようで

す。

これ以後、1-1本在米の上帥器と領恵器は互に影群しあいな力:ら、いろいろな

器形をﾉ|ﾐみ灰色の肌と文様力苛おりなす独特の美しさをかもし州して行きました。

ゾー
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新。旧の対比

須恵器にも時の流れがあり、器形にも少しずつ変化力§見られます。編年によ
ふたつき たかつき はそう

く利用される、蓋坏・高坏、恥を左から右へ古い順に並べています。
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須恵器の器
一 千可 凸

①甕‐-番大型の器で、物を入れて貯戯する容器
②高坏坏身に脚が付いた形のもので、蓋がｲjるのと無いのがあり、食物を盛る器

③角箇撹 I1I形の硯
④嵐学撹瓜の?:に似ていることから州､1･けられた脱
⑤穆糖竃lI1の部分に穴があり、この穴に竹など管状のものを壊し込んで､洲などを注ぐ容聯
⑥コップ形土器ノkや涌などを入れて、飲むのに使われた零器
⑦器苔，厳などを‘放せる器で、祭祀に仙川された器
⑧豐球(疎4．疎篭とも呼び、そのセットが篭坏)須恵器のII'で敵も多く川tする器繩で、食物

を磯る器

⑨;竃Iﾙﾘの祁分に>‘〈があり、この穴に竹など符状のものを壊し込んで、油などをii々ぐ雰器
⑩壷物を入れて貯蔵する容器（小脳のものは他の川途があると思われます）
⑪積瓶水や酒などを入れる奔器（｢瓶」と橘が付くものは、水や酒など液体を入れる容器）
⑫羊瓶水や酒など､液体を入れる奔器､注ぎI 1がかたよっているのが特徴で､液体を注ぎやす

いようになっています。

⑬台付長頸壷水や洲などを入れて、注ぐ奔腓

4－



種と用途
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様々な遺跡と須恵器など

須恵器は、生産（窯跡）・埋葬(,li蝋等）・祭り（祭祀遺跡) ･〃2活の場(fj

跡）等から発兄されています力f、111･噛と窯跡からの川化が多く、県内では、

祀造跡や住I';跡からの出土は例は、あまり知られていません。

また、宅地造成や、ii'I川改修・道路建設等で偶然発兇された遺物は、出｜

況力ぎ判らない場合力罰多いようです。

｝洲

祭

状

|垂葵莉出土の陶質土器
禍|紬l県大野城市大字|大利

の丘陵を削って畑にしたとこ

ろ（グリンパーク）から、昭

和53ｲI頃、商校坐の茂禾ll敏氏

により、 2ｲ|舟|の「陶質上器」

力ざ採集され、大野城市の「歴

史寅料展示室」に寄託されて

います。

，(・ﾙ坏の蓋と坏身で、 舟|'1戦の

陶質土器と兄られています。
グリーンパーク出土陶質土器：有蓋高坏の蓋・坏身

|芙紘古埴群
澤

１
－
１

人野城市大字乙金にある6111:紀

後半から7111:紀に及ぶ古墳群で、

34基が確認されています。九州縦

貫、動車遊建設のため、昭和45年

～47年の洲介で「新羅'二器」が川

|,したことで知られています。

新羅'2器は、器衣外lm力：スタン

プなどで飾られているのが特徴で

す。

I

大城山古墳群出土新羅土器：壷・蓋

－6



池の上と古寺墳墓群

桶|茜l"1l.木市大字稗提寺にある、池のIと･凸･寺の両噛蕊群は、liil-の遺跡だ

ろうと考えられています。多くの陶質上器が〃,lしたことで発掘調査II1から諦

遜になり、以後「陶賀I器」か「初期須恵器」かの論争･が続いていますが、敢

近、朝倉窯跡群の--部（小隈窯跡群等）が調査されるに及んで、その大部分が

地元の「小隈窯跡」等で"ﾐ産し、供給されたのではないかと思われます。朝倉

に窯を築いた人々は、遠く朝鮮半島から波来した伽耶人たちで、 H本で鎧も早

く鎮恵器製作にかかわった集肘1の一つで、墳墓の規模が小さいにもかかわらず、

盟衞な副葬1IIIIIや供献t器を持つことカオできたのではないでしょうか。

器台；波状文の細部池の上6号墳出土：器台

池の上6号墳鵲十：有蓋高坏 古寺墳墓群D-10号出土：壷・コップ形土器

－7－



塚原I!i峨群

下益城郡城南町塚原にある県下殿大の古墳群で、方形間溝蕊．円墳・前方後

I1I墳・府栴墓等203基が確認され、｜両lじ台地での墓制の移り変わり (IIf境時代前

期未～後期末）力苛みられ、l師器・須恵器等ｶざ多数出土しています。15号方形

間溝墓の周溝から、多数のl師器とともに須恵器の高坏が1点検出されました。

短脚でlﾉﾘ方に一段透かしがあり、硬く焼きあ力罫I)自然釉が付着しているもので

他に例力欝なく、陶質土器もしくは、初期須恵器とみられますが、結論はでてい

硬脚でlﾉﾘ方に一段透かしがあり、硬く焼きあがI)自然釉が付着してい，

他に例ｶざなく、陶質土器もしくは、初期須恵器とみられますが、結論（

ません。上記の高坏のほかは丸山3 ･ 4 ･17･32号墳等の出M凸です。

丸山3号墳北側周溝遺物出土状況

瀬
＃為 鵜

弧
朔

曲
Ⅶ
■
Ｌ
Ｉ
Ｎ
品

零

、

－

塚原古墳群出土：須恵器 丸山3号墳出土？甕

H



’

’
15号方形周溝墓出土：高坏 丸山3号墳出土；壺付器台

、

；

、一

丸山17号墳出土：台付濤 丸山3号墳出土：有蓋高坏

，

』

］

宕詞認蕊 炉

I■■一竺些一

－負､一 罫

丸山4号墳出土？横瓶丸山32号墳出土：皮袋形土器
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膨彦毒
樽形舩は、ウイスキーを長期'ﾊi寝

かせて置く樽にそっくりな形をして

います。5世紀代に作られましたが

6111:紀になると姿を消す器種で、県

内から5点しか出土していない珍し

If,-I2器です。土師器’点、須恵器が

4点です。

今l''l4点腱示していますが、他の

1点は、菊水町の「かまど遺跡」か
にじゆうたるがたはそう

らll'!上した二重樽形恥と言われる

もので破片が出土しています。

雨罐
塾

捗

|麓…－ ，=……-…

熊本県内出土の樽形聡一括

心日

鴬

蕊
貼罪

叫

一一一

'・L

嘉島町：二子塚遺跡出土八代市：洗切貝塚出土

…塞鐘
、､と路 、

．,騨露 ’・
門 ， 噸 『

一一一

も い く6

I

字識
呼斗

｜
｜
鼎

船

儲

＃

相良村：覚井古墳群出土（土師器）熊本市下硯川（井芹川左岸出土）

1()



京塚占噛

菊水町大字江'1｣の清原台地

にある「清原古墳群」の一つ

で、江出船山古墳と至近距離

にあり、両古墳の距離は、周

溝外縁で約14mで、昭和59年

…室＝琴＝

一

墓I

京塚古墳出土：子持壷・鈴付高坏の調査時には墳丘はなく、「京

塚」の名を留めるのみでした。調盃の結果、周溝(I幅約3m)をもつ直径22m

の円墳であることが確認され、内部主体は不明ですが、周溝から円筒埴輪・土
はそう

師器・須恵器片などｶざ出iしました。須恵器は鈴付き高坏・子持ち壷・腿など

です。

鈴付高坏は、器高13.2cmで坏部の外面腰部に3ｲ|古|の鈴を取り付けたもので、

l 1本で初めての出土です。

江田船山古墳

菊水町大字江IIIの清原にある「清原古墳群」(mll船山古墳･虚空職域占墳・

塚坊主古墳・京塚TIj墳等）の一つで、昭和60年の周溝確認調査で、くびれ部に

台形状の進りlll1し力:付いた噛長62m、前方部IIJ40m、後円部llj41m、 lil75mの

周溝を持った|jij方後円墳であることがわかり、埴輪・土師器・須恵器等力罫出土
すえむら

しました。展示したi蔚坏・小壷は、その時の出土IIIIIIで大阪府の「|糊邑」産と言

われています。また、｜ﾘ1泊6年に発掘された75文'了:の銘文力：刻まれた銀象嵌の

太刀や銅鏡・命銅製冠IIIH等二面余点力:一括してI排億に指定されています。

１

一

■■■■■■

輯

江田船山古墳出土：高坏 同：高坏 同：壷
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赤井手II｢峨

袖I前1県存I I市大字小念にあるiIII:径約

30mのI11脳で、1を地Ⅸ山整理事業に伴

う緊急i淵沓がおこなわれ、鏡(31ili)

をはじめ装身具・武器・農工具・弧忠

器等多くの泄物がll'!土したことで知ら

れています。須恵器は、 MIj葬時の状態

がわかる陳位漬を保ったまま州土し、

器台には･j'一持壺を城せたものと、瓶と

滞坏を城せたものがあり、その前後に

有蓋脚1,1･伽が立てられ、 イi室内で祭jiu

が行われたことを示しています。

赤井手古墳遺物出土状況

＝

4

－

赤井手古墳出土：有蓋脚付壺：提瓶

弱
ざ

3

赤井手古墳出土：高坏・館・瓶 赤井手古墳出土：器台と子持壷

12



鍔

IWI

八代郡竜北町にある「野津古墳群」は、

物兇櫓・姫の城・端の城・中の城の4紫

の前方後円墳からなり、姫の城111蝋は、

全長85mの古墳です。
さぬ

未調査です力ざ、墳丘から｢石製1mII」（衣
がき さしぱ

蓋・鶏）と筒形器台力:出土しています。

筒形器台は、II"ll32年に南部の〈ぴれ

部付近から肥土したと言われています。

現存高52.6cm、II'央径約12cmで、中

央部を残して鉢部と脚の-ド方は欠欄して

います。

灰色（ねずみ色）を.箔し、尚然釉がか

かっています。

姫の城古墳出土：筒形器台

チブサンIIfifi

III鹿市大字城‘了洲描寺の平小城台地

末端にあり、大II:11ｲﾄに|週指定史跡と

なった|1ij方後l'1戦で、複室の横穴式ｲi

案を有し､後索の家形孑湘内壁に､赤．

|'｜・・吉の三色で菱形．|,11心円．l 11 ･三

角文や人物等が柵かれています。

また、墳丘に立てられていた｢ｲi人」

力ざ､東京|進I立博物餓に収ﾉ殿されています。

ll"l147年の豪附被4ii子による、応急保

i"1:事の頚|1ij調査で/l'1lきした鎮恵器の

人誕は、県内の出-MII,としては、城I椥

町「塚原1If噛群」の丸l l 13号噛川1茜に

次ぐ大きさです。
チブサン古墳出土：大甕
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|栓付籏
みうち

八代市ll『麓町御lﾉ1「御内遺跡」ノl1,t,II1I!で、 IIW

利30年代のみかん|裳|造成に伴う幣地作業時に、

八代市在住の江｣倣勝氏により発兄されたもの

で、雑をした状態で出|きした珍しい例です。こ

の時期の恥は頚の部分力苛細く、穴を開ける時に

II1に入り込んだ物が出られなくなり、振ると．
御内遺跡出土：栓付鵡

ロコロと吾がするのが兄られます。

本例は、栓にも胴部と|而lじ文様力叡付されているので、焼成後に取り{Hされて

椎として利用されたと思われます。類例としては、大阪府の｢|几|ツ池遺跡」「五

反脇遺跡」等から木栓付のものがll'11しており、利川ﾉj法を知る_l･で貴軍な賓

料と言えるでしょう。

コップ形t器

荒ﾉ毯市野原「野原9．り･蝋」からの出IIIIII!で、

この柳の|:器は、把･Tｲ､l･椀・ジョッキ形l器等

とも呼ばれるもので、綿|前ll,↓「池の_I:・ -占寺壌

蕊群」からまとまって出Iしています力:、あま

り多い器祁ではあI)ません。本県からの川Iは

本例のみと思われます。

他のものは、 5111糺代のものと言われていま

すが、孵腺9リーのものは、時期力欝下るとみられ

ます。

I

I

I － 圭二

野原9古墳出土：コップ形土器

上高橋高山遺跡 罰

㈱

熊本市止商橋町にあり、i1j満止商橘|11地建設

に伴う調査で、繩文時代後期から、鎌念時代iiij

半にいたる遺構が確認され、多くのll'1旧堂物の

中に、珍しい二顛魁とll平ばれるものがあり、｜ﾙﾘ

部の丸くなっているところ力叡三頭で、外側には

透かし力ざあるのですが、外側は無くなっていま

す。 上高橋高田遺跡出土：二重砿

l､I



南中学校校庭遺跡

福岡県八女市大字馬場にある古墳時代の遺跡（6枇紀後半）で、竪穴住居跡

が28棟、隣接する「淵ノ上遺跡」からも同時期の竪穴住居跡23棟が確認され、

同一集落の跡とみられています。

特に目を引くのが11号竪穴住居跡で、馬具（鉄製の轡）・土師器と大量の須恵

器が出士しています。須恵器には、大型器台・壷・高坏・坏などがあり、特別

な人が住むための家ではなかったかと思われます。

県内では、このように多還の須恵器が出土した住居跡は知られていません。

一

二三薑蕊I』
－

霧島豊雪

蕊
画

黍鳶

11号竪穴住居跡遺物出土状況南中学校校庭遺跡11号竪穴住居跡

毒

串一一,

…鴬f鐘~一幸 1
二

4

篝

譲
1

謬■

匙

可

腰
①1

ざ

_鐸

南中学校校庭遺跡11号竪穴住居跡出土遺物
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●〃
ｔ
、ゆ

－ｺ一、ヤ'馬 倦、
負 一 竜

蕊一い

薊
、
心
麗

″
。

４

１
０湯の口横穴墓群 I

蕊霧擢山鹿市大字蒲生字湯の口にある横穴墓群で

258基が確認され､80基以上の実測調査等がお

こなわれています｡江戸時代の安政4年(1857

年）に県下で有数の「湯の口溜池」が作られ、

工事による破壊や埋没したものも多いと思わ

れ､調査者は、500基以上あったものと推定し

ています。129号横穴墓は、唯一の複室構造

で、群1'1のリーダー的な存在になっています。

前庭部から、須恵器・土師器の土器類、室内

から武器・馬具・装身具（玉類・耳環）が出

土し、質・量ともに群を抜いています。また、

出土した士器が前庭部に集11!していることは、

墓前祭などの儀式が行われたことを物語って

います。

Ｒ
Ｉ

馴
月
４
１・

つ
Ｔ

溝

『
一
垂

剖
零
烟
園
Ｉ

Ｅ

Ｆ

檸
咋
《

碑
一

ゞ
轡
、

卜

P

l

卿'
齢

丑齢

ノ

｡ 空き』

ども
＝誰

ら

h湾 、
■予

器』錘
劃

＃

昏睡
一

一電
~LE､一 ､尾

礁塞息畏一・

も

可

一員 琴--, 狸

角

配

17号横穴墓前庭部遺物出土状況

湯の口横穴墓群129号横穴墓前庭部遺物出土状況
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一－－唾…
タ
タ

逝

ロ

ロ

分

Ⅱ

蕊溌
灘

野
昼

~歯

鑑爵纈剛
色

鶏肺
軒

一画

蕊騨
騨

~副昌

〒 』

9面画
延コ
ヨ

二

一

藍

噸
”

湯の口横穴墓群129号横穴墓出土‘須恵器一括

129号横穴墓出土：毒129号横穴墓出土：蓋坏

聖…
侭

Ｉ

－5鋲

湯の口横穴墓群出土：大型砿

（大正時代に発見されたもの）

湯の口横穴墓群出土：甕

(大正時代に発見されたもの）
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北111浦A窯跡群
、

鷺 【

荒尾市府本字北山浦にあり、昭

和24年から25年にかけて4基が確

認され､A～D窯と呼ばれ､昭和24

年に調査されたA窯は、全長75

m、蝦大巾1.6mの登り窯で､焼成

部床面は平均約30｡の傾斜があり、

階段状に7つの段が設けられ、下

段には壷を、上段には蓋や盤等小

型のものが置かれ、その総数は壷

約20個、盤等約30個で、焼成途II1

で窯が崩壊し廃棄されたもので、

焼成時の位置や器種の構成を示す

好資料と言われています。

また、壷の底部に児られる同心

円の叩きIjは、例が少なく、製,h!1

の供給先や技術の系譜を考えるう

えで指標となるものです。

訂

々

些

鍵畷
轌蝋

北山浦A窯跡出土遺物：坏・壷

‘f
JF’

北山浦A窯跡出土：壷の底部（拓本）

ゆ Iヂこさ力

’ ij削小坂横穴墓群

熊本市竜旧町『州IIにある、 7枇

紀末～8枇紀初頭の横穴墓群（約

40基）から、新熊本市史編纂のた

めの調査で出土した土器の''1に、

特殊な形をした須恵器「台付烏形

瓶｣(注ぎu側から見ると船の様に

も見える）力：あります。

類例としては、広島・烏取県等

からも州土しています。
弓削小坂横穴墓群出土：台付鳥形瓶
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須恵器を模倣した土師器
はそう

須恵器を模倣した士師器は、坏身・坏蓋。瞳等にみられます。良く似せて作

られています力ざ、シャープさで兄劣りがします。

須恵器への願望なのか、祭祀などのために、土師質でなければならなかった

のか、よくわかっていません。

①「腿」出土地不明

②「坏身」山鹿市「湯の口横穴墓群129号墓」出土

③「坏蓋」八女市「南中学校校庭遺跡」出土

① ② ③

相良村「覚井古墳群」出土：樽形遊須恵器を模倣した土師器

|須恵器製作の技法でつくった上帥器
八女市「南中学校校庭遺跡」l1

号竪穴住111}跡ll'1土の黄褐色を呈す

る土器で、甕の外Iniは格子|1，内

面は同心I1I (青海波文）のlll1き目

ｶざ頚部を除く全体に施されていま

す。

高坏は、ロクロを使って成形さ

れ鉢部や脚部にはカキ日が施され
ぃづ

ており、何れも須恵器作りの工人

の手法で作られ、焼成だけが酸化

焔焼成によったものと思われます。

ご日己エー一

’“可
曜二 一望

八女市「南中学校校庭遺跡」出土：甕・高坏
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須恵器の窯跡と技法

ハセムシ窯跡群

福|前叫大野城TIj大字牛頚にある、
うし<ぴ

'|倉頚窯跡群の一支群で、昭和62年

～平成4年の間に三l'ilにわたる調

喬が行われ、奈良時代の窯跡40基

が確認され、須恵器の大甕破片に
ちよう

「和銅6年」「調」（税の一種)等

とへラ書きされたものや、窯詰め

のとき使111された置き台（t器を

栽せる台）等が多数検出されてい

ます。この窪で生産された物は、3ます。この窪で生産された物は、奈

ハセムシ窯跡群

とお みかど

｢遠の朝廷」と言われた大宰府等良時代に

に供給されたのでしょう。

ひろた

WII窯跡群

偲岡県大野城71j大字牛頸字平卜H

にあり、9基の窯跡が確認され｢平

I IID-1窯跡」はIIWII55年に調査

され、窯はほぼ3分の2を残して

上部力：士取りで削られていました

が、残存部分の長さ12mの地~ |く式

のもので、上方部では天井の一部

が残りトンネル状になっています。

商さ、鹸商で約1.8m、IIM2.2m、

嬢而は、スサ入*,li土で補修した部4醗而は、スサ入*lli土で補修した部分

平田D－1窯跡

も兄られ、

川されたものと思われます。

床面の観察から鹸低5Ipl以上使

2(）



うら

浦須恵器窯跡（模烈）

福岡県粕屋郡宇美lll],の「垪長浦窯

跡」の模型です。岩長浦窯跡群は、

2基からなり、 611I紀半ばに須恵器

を焼いた窯跡で、 2基ともほぼ同じ

大きさで､全長約11m､焼成部の最大
あながま

151.8m､床の傾斜31｡～35.の審窯(登

|)窯）で、地山をトンネル状にくり

ぬいた地下式のものです。構造は、

焚き口・燃焼部・焼成部・煙道から

なっています。

この模型は、石膏と発泡スチロー

ル製で、約10分の1です。

１
■
‘
４
狸
Ｄ
ゴ
Ｆ
男
男
房
砲
唖
》
函
闇
一
昂
垂
号

ｰ

こ－一ニーーニコー壬一一 －－ 識L
一一一

岩長浦須恵器窯跡：模型

須恵器製作の演具

甕や壷など、大型器種に兄られる

格.r･|J・同心円・平行文などの叩き

日は、羽子板状の叩き板と、茸状の

当て具などの痕跡で、体部を成形す

る場合、粘土紐を積み_上げ、内側に

当て具をあて、外側から叩き板で叩

きな力ざら成形しました。叩きは、空

気を追い出して叩きしめる効果と、

器壁を叩き延ばしながら成形する働

きがあります。展示した模型は、福

岡県春日市の九ﾘ'ﾄ|大学筑紫キャンパ

ス内遺跡出MI%のほぼ実物大の模型

です。

M
■

戸

当具と叩板（模型）
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力』さ やき

鎮忠器の重ね焼

須恵器を焼成する窯詰の段階で、大形の饗の隙間に小型の商坏や蓋坏などを

置きますが、より多くの物が入れられるように、重ね焼きという方法を川いま

した。蓋坏の場合、-111境時代のタイプは身に蓋を正常にかぶせた状態でしたｶざ、

のちに笠珠つまみのついた蓋が付けられるようになると、身は身だけを幾つも

積み亜ねたり、蓋を裏力欝えしにして身と重ねて、それを更に積み重ね、 または、

身に蓋をII三常にかぶせて積み重ねたりしました。

写真は、蓋と身を炎ﾉ72に積み癒れたものです。

宙
C′

言
一一

8世紀代の蓋坏重ね焼模式図

(中村浩：考古学ライブラリー5 「須恵器」

から転載）

ハセムシ窯跡群出土；重ね焼きの坏と蓋

|祷
!~－

函
《
口

窯詰の際、製III'!の安定と融肴を|坊ぐため、砂を敷いたり、置台を用いたりし

ています。

写真の置台は、牛頸ハセムシ窯跡群から出土したもので、工人の指の跡がつ

いています。また、桜台は焼台とも呼ばれます。

E ‘

騒豊 潔

心

ｉ
Ｉ
Ｊ
■
方
〃
ｆ
ｌ
△
Ｂ
ｒ
日
限

同：拡大ハセムシ窯跡出土？置台

－22－



ヘら記号のある須恵器

鎮恵器の坏身や蓋に、へら柵きの記号をしるしたもの力笥、よく兄られます。

この記･りを「窯じるし」「記号状刻文」などと呼び、その意味についてさまざま

な議論がなされてきましたｶざ、窯跡を調べて兄ると、liilじ窯から色々な記号を

付したものがIII!土します。した力餅って、巌近では「窯じるし」とは言わなくな

ってきています。へら記号は、「生産渚の識別に便利なため」あるいは「注文者

の必要によるため」など議論されています力箪、ここでは、生産若（工人）のfl:

分け等に便利なためとしておきますが、特さんも考えてみて~ドさい。

…甲ツ

。鯛急ぎ
皇ざ

寺

･P4

●

可｡

，

f”‘ 、 、
唖

巳

苧

１
１

へら記号のある坏身と坏菩
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文字と硯
文字の使用

福岡県の志賀島から、「漢委奴I韮I王｣と記された金印が出土し、l玉I宝に指定さ

れています。また、鏡にも銘文が刻まれたものが兄られ、これらは中l王l大陸で

作られ、弥生時代に運ばれて来たものです。菊水lll].の「江田船l l l古墳」からⅡII

土した､大刀の棟に銀象嵌された75文字の銘文や埼玉県稲荷III古墳出土の115*

の金象嵌の文字は、日本最古の文字と言われていますが、5～6世紀における文

字の使用は一般的なものではなく、ごく限られた人達に用いられる程度でした。

7世紀になると、木簡、墨書土器、刻字土器や仏像、石碑の銘文など、文字

は様々な形で普及していったようです。

文字を書くための道具「硯」は宮殿・国府・郡衙・寺院跡や集落の住膳跡、

または、須恵器を焼いた窯跡などから出土しています。

｜下り山窯跡群
球磨郡錦町一武下I) l l 1にあり、 9基からなる須恵器の窯跡で、 8号窯跡から

は、蓋坏、塊、甕や紡錘車等ｶぎ出tし、特筆すべきものとして、甕の破片に文

字を刻んだもの力:あります。8号窯は、全長5.4mで9基の窯跡群中最大で、遮

物の量も多く土器力罫並べられたままの状態で出北したと言われています。土器

を安定させるために護の胴部破片を利用したもののI11に、文字を刻んだ|器片

が含まれていました。文字は3行にわたって線刻され、書体は細くて浅く、鋭

利な金属で刻まれています。文章のド段は完結し、_ l-L段は欠失していますｶぎ、

「国宇土郡」力欝「肥後田宇土郡」であれば、上段の二字が欠けていることにな

ります。地名を記した愛軍な資料です。

一ゴー 一 一一一
鍼

綴
｣揮
14"

〆

1ノ

/ 人
美
大
件
公
□
□

井
郷
夫
人

国
宇
土
郡

』

〃

1
浮
丸
隊込

驚
難

藤

唾_:鞭:､感蟻癖_．I

下り山8号窯跡出土：刻銘土器片
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L△主ムシ窯跡群出土刻銘土器

ハセムシ窯跡12地区には、10基の須恵器窯跡があり、甕や坏蓋等16点余りに

文字を刻んだもの力:あり注目されています。甕の体部にへう状工具で文字を刻
ちよう

んだものはほぼ同一内雰と言われ、目的「調」（税の一種)、製作の時期「和銅

6年（西暦713年)」や、地名「朧|名・郡名｣、人名「納税者」等力ざわかります。

文字が刻まれたのは、焼成以前の比較的柔らかな時期に行われており、須恵器

の工人により記載されたと考えられます。

筑
紫
前
國
奈
珂
郡

手
東
里
大
神
マ
得
身

、
Ⅱ

ｎ
川

井
三
人

調
大
醒
一
隻
和
銅
六
年

ハセムシ12地区出土：刻銘土器片（大甕）

大
神
君
百
江

大
神
マ
麻
呂

内
椋
人
万
呂

井
三
人
奉

〈
鋼
』口

砥
一
隻
和
銅
六
年

ハセムシ12地区出土：刻銘土器片（大甕）
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’ 須恵器の硯

文字を書くのに、筆と硯はなくてはならないものです。 7世紀頃から円面硯

（円形の硯）という須恵器の硯が窯で焼かれるようになり、風字硯（風の字に

似ている)、そして石の硯へと変わって行きますが、須恵器の坏や、瓦等を利川

した転用硯と呼ばれるものも使用されました。

時〆 L垂

F

汐
F

… －

■q

藍、
罐‘

●

荒尾市大別当窯跡出土：風字硯荒尾市洗出窯跡出土：円面硯

夕

乃
噌
企
伽
、

品
２
，
－
斗
Ｅ
ｑ
Ｆ
ｂ
Ｒ
守
卦
Ｄ
Ｊ
１
４
１
４
サ
別
１
９
６
口
４
エ
レ
ー
忠

・

眉

口

吻

〃

、

－

１
３
１

春日市浦ノ原窯跡出土：亀形硯（左）

春日市惣利北遺跡出土：亀形硯（右）

(特殊円面硯と呼ばれ､円面硯に亀の頭部を形

どった把手を付けたもの）

荒尾市野原古墳群出土：転用硯

(須恵器の塊の高台部を利用したもの）
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壷椚腱ボ ．＝1齢

(県内）

遺跡名

洗切貝塚

二子塚遺跡

下硯川遺跡

覚井古墳群

野原古墳群

野原古墳群9号墳

野原古墳群

北山浦A窯跡

大別当窯跡

大別当窯跡

付城横穴墓群

（出土地不明）

弓削小坂横穴墓群

江田船山古墳

京塚古墳

資料名(数量） 所蔵／保管

江_上敏勝

緒方勉

菊池哲龍

鶴島俊彦

(敬称略）’
須惣器櫛形雌(1)

〃 〃 （1）

（1）〃 〃

上帥器 〃 （1）

須恵器転用硯(1)

〃 コップ形土器(1) 三島格

〃 皮袋形土器(1)

〃 坏(1)、壷(2)

〃 風字硯(1)
荒井クスメ

風字硯(1)､塊(1)､壷(1)熊本県立荒尾商等学校

雌(1)、平瓶(1)
熊本県立鹿本商等学校

高坏(1)、雌(1)

台付船形瓶(1) 新熊本市史編纂室

熊本県立鹿本商等学校

″
″
″
″

高坏(2)、壷(1)

子侍壺(1)､鈴付高坏(2)

刻銘土器片(1)､紡錘車
(2)

高坏(1)、坏身(1)､ (2)横

瓶(1)、雌(2)

高坏(2)、ilij蓋(1)、嚢
(1)、横瓶(1)、皮袋形土

器(1)、台付壺(1)、壺付
器台(1)

″
″
″

熊本県教育委員会下り山窯跡群

〃

〃

塚原古墳群
熊本県教育委員会／城
南町膝史民俗資料館

上高橋高田遺跡

高木原遺跡

大別当窯跡

二重雌(1)

雌(1)、壷(1)

風’荊塊(1)

円而脱(1)

熊本市教育委員会″
″
｜
″
″

泗水町教育委貝会

洗出窯跡

竜北東小学校／八代Tij

立博物館未来の森ミュ
ージアム

姫の城古墳 〃 筒形器台(1)

チブサン古墳 大護(1)〃 山鹿市立博物館
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ｋ
ｋ

ｌ
７

護
蓋

、
坏

〃
ｆ
ｌ
、
℃
Ｊ
ｒ
ｌ
ｌ

ｌ
２

甕
例
瓶
仙

大
坏
平
坏

器
器

恵
師

須
土

壷(4)、

醜(1)、
湯ノロ横穴墓群

山鹿市立博物館

(出土地不明） 〃 魁(1)

(県外）

遺跡名 資料名(数量） ｜所蔵／保管（敬称略）

須恵器器台(1)、高坏(1)、l,il蓋
（1）

池の上6号墳
甘木市教育委員会／福
岡県立甘木歴史資料館コップ形土器(1)､壷

(1)

〃

古寺古墳群D-10

須恵器刻銘土器(4片接合1，
2片接合1）、坏身(5)、
坏蓋(5)、嚢(破片2）

置台(3)

ハセムシ窯跡群

大野城市教育委員会

王城山古墳

グリーンパーク

新羅式土器壷(2)、藍(2)

陶礎土器蓋(1)、坏身(1)

須恵器器台(2)、高坏(2)、雌
(1)、瓶(2)、小持壷(1)、
有蓋脚付壺(2)､提瓶(1)

赤井手古墳

蓉日市教育委員会
浦ノ原窯跡群

惣利北遺跡

〃 亀形硯(1)

〃 亀形硯(1)

壷(2)、高坏(1)、
坏蓋(1)

高坏(1)、識(1)

〃 器台(1)、

坏身(1)、
上師器坏蓋(1)、

南中学校校庭遺跡
（11号住居跡）

岩戸1I1歴史資料館

棋姻提供将（敬称略）

器長洲須恵器窯跡棋型：福岡県宇美町立歴史民裕資料館

写真提供肴（敬称略）

牛頚平1I1窯跡群、ハセムシ窯跡群、 デE城山古埴群出t新羅式土器：大野城市教

育委貝会

亦井手lIf蛾ｲi室全禁、赤井手古噛出土須恵器：春日1li教育委員会

池の_lt6号噸、古寺墳墓群D-10出土陶質土器：藤原学

姫の城古噴出上須恵器：八代市立博物館未来の森ミュージアム

湯ノI｣横穴蕊群17-B号墓、l'ill29号蕊適物出土状況: 111MIj立博物館

塚原IIf埴群丸山13号墳迩物出上状況：熊本県教育委貝会

塚原『If噛群丸1113号噴出土鎮恵器：城南町腱史民俗資料館

南中学校校庭遺跡迩物出上状況：粁戸山朧史盗料館
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次の方々のご協力をいただきまし今IIIIの企凹展開催・IXI録の作成にあたり、次の方

た、記して感謝の意を表します。（敬称略･50FIIII)
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（機関）

荒尾市教育委員会

宇美町教育委員会

春II市教育委員会

熊本県立鹿本高等学校

新熊本市史編纂室

福|耐l県立-11木歴史資料館

山鹿11i立博物館

甘木市教育委員会

宇美歴史民俗資料館

熊本県教育庁文化課

熊本市教育委員会文化課

城南町歴史民俗資料館

八代ilj立博物館
未来の森ミュージアム

満）汕歴史査料館

大野城市教育委員会

熊本県立荒尾商等学校

洲水町教育委員会

吹ﾛ｣市立博物館

山鹿市教育委員会
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